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４ 宮崎市の消費者物価指数（平成26年５月調査分）

(１)　概況
  平成26年5月の宮崎市の消費者物価指数は、平成22年を100とした総合指数で103.0となり、前 
 比は前月と同水準、前年同月比は3.3％の上昇となった。
  総合指数の動きを前年同月比で見ると、平成26年1月は0.9％の上昇、2月は1.1％の上昇、3月 
 1.5％の上昇、4月は3.2％の上昇、5月は3.3％の上昇となった。
  生鮮食品を除く総合指数は103.1となり、前月比は0.2％の上昇、前年同月比は3％の上昇と 
なった。

変化率(%) 寄与度 変化率(%) 寄与度
総合 103.0  0.0  3.3  
　食料 102.8  -0.6  -0.14  5.1  1.23  
　住居 100.7  0.0  -0.01  1.4  0.32  
　光熱・水道 118.7  4.0  0.26  7.4  0.49  
　家具・家事用品 92.8  -0.1  0.00  2.9  0.10  
  被服及び履物 98.7  -1.7  -0.06  1.3  0.05  
　保健医療 101.0  0.1  0.01  2.0  0.09  
　交通・通信 107.3  0.4  0.06  3.8  0.60  
　教育 101.3  0.0  0.00  1.5  0.04  
　教養娯楽 96.1  -0.4  -0.04  0.9  0.08  
　諸雑費 108.4  -0.7  -0.05  4.6  0.30  

(２)　総合指数の前月比に影響を与えた費目及び寄与度等

(３)　総合指数の前年同月比に影響を与えた費目及び寄与度等

総合指数　１０３．０　（平成22年=100）
前月比（±）０．０％　　　前年同月比（＋）３．３％

費　　　目 指　数
前 月 比 前年同月比

 宮崎市の10大費目別指数、前月比、前年同月比及び寄与度（平成26年5月)
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前月比(%) 寄与度

光熱・水道 電気代 4.8 0.15
交通・通信 自動車等関係費 0.2 0.03 ガソリン
食　料 生鮮果物 -7.4 -0.07
被服及び履物 シャツ・セーター・下着類 -4.3 -0.05

上
昇
下
落

（10大費目）
（中分類、前月比、寄与度）

（品目）

前年同月比(%) 寄与度

食　料 肉類 15.0 0.31 鶏肉
交通・通信 自動車等関係費 4.1 0.44 ガソリン

（10大費目）
（中分類、前年同月比、寄与度）

（品目）

上
昇
下
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＊参考資料
「月例経済報告」抜粋（平成26年7月17日：内閣府）
【基調判断】

【 各　論 】

６月月例 ７月月例
 景気は、緩やかな回復基調が続いているが、消費税率  景気は、緩やかな回復基調が続いており、消費税率

引上げに伴う駆け込み需要の反動により、このところ弱 引上げに伴う駆け込み需要の反動も和らぎつつある。

い動きもみられる。

　・個人消費は、引き続き弱めとなっているが、一部に 　・個人消費は、一部に弱さが残るものの、持ち直しの

　　持ち直しの動きもみられる。 　　動きがみられる。

　・設備投資は、増加している。 　・設備投資は、増加傾向にあるものの、このところ弱

　・輸出は、横ばいとなっている。 　　い動きもみられる。

　・生産は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動 　・輸出は、横ばいとなっている。

　　の影響もあって、このところ弱含んでいる。 　・生産は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動

　・企業収益は、改善している。企業の業益判断は、こ 　　の影響もあって、このところ弱含んでいる。

　　のところ慎重となっているが、先行きは改善がみら 　・企業収益は、改善している。企業の業益判断は、慎

　　れる。 　　重となっているものの、改善の兆しもみられる。

　・雇用情勢は、着実に改善している。 　・雇用情勢は、着実に改善している。

　・消費者物価は、緩やかに上昇している。 　・消費者物価は、緩やかに上昇している。

　先行きについては、当面、消費税率引上げに伴う駆け 　先行きについては、当面、消費税率引上げに伴う駆け

込み需要の反動により弱さが残るものの、次第にその影 込み需要の反動により一部に弱さが残るものの、次第に

響が薄れ、各種政策の効果が発現するなかで、緩やかに その影響が薄れ、各種政策の効果が発現するなかで、緩

回復していくことが期待される。ただし、海外景気の下 やかに回復していくことが期待される。ただし、海外景

振れが、引き続き我が国の景気を下押しするリスクとな 気の下振れが、引き続き我が国の景気を下押しするリス

っている。 クとなっている。

６月月例 ７月月例

個人消費
引き続き弱めとなっているが、一部に持ち直
しの動きもみられる。

一部に弱さが残るものの、持ち直しの動きが
みられる。

設備投資 増加している。
増加傾向にあるものの、このところ弱い動き
もみられる。

住宅建設
消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動に
より、減少している。

消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動に
より、減少している。

公共投資 堅調に推移している。 堅調に推移している。

輸　出 横ばいとなっている。 横ばいとなっている。

輸　入 このところ弱含んでいる。 このところ弱含んでいる。

貿易・サービス収支 赤字は、おおむね横ばいとなっている。 赤字は、減少傾向にある。

生　産
消費税率引上げに伴う駆け込み需要の影響も
あって、このところ弱含んでいる。

消費税率引上げに伴う駆け込み需要の影響も
あって、このところ弱含んでいる。

企業収益 改善している。 改善している。

業況判断
このところ慎重となっているが、先行きは改
善がみられる。

慎重となっているものの、改善の兆しもみら
れる。

倒産件数 おおむね横ばいとなっている。 おおむね横ばいとなっている。

雇用情勢 着実に改善している。 着実に改善している。

国内企業物価 このところ緩やかに上昇している。 このところ緩やかに上昇している。

海外経済

　世界の景気は、一部に弱さがみられるもの
の、緩やかに回復している。
　先行きについては、緩やかな回復が続くこ
とが期待される。ただし、アメリカの金融緩
和縮小による影響、中国やその他新興国経済
の先行き等について不確実性がみられる。ま
た、地政学的リスクに留意する必要がある。

　世界の景気は、一部に弱さがみられるもの
の、緩やかに回復している。
　先行きについては、緩やかな回復が続くこ
とが期待される。ただし、アメリカの金融緩
和縮小による影響、中国やその他新興国経済
の先行き、地政学的リスク等に留意する必要
がある。

（注）下線部は、先月から変更した部分。



＊参考資料
「宮崎県金融経済概況」抜粋（平成26年7月1日：日本銀行宮崎事務所）




